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日本の「国際賞」事典

 定価（本体16,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2840-6　　　　　　　　　冊

国籍を問わず、世界の中で優れた成果・
業績を顕彰する様々なジャンルの47賞

●日本で主催されている「国際賞」47賞を収録、
賞の概要と受賞者を一覧できる事典です。

●各賞には設立の経緯、賞金、主催者などとも
に、第1回から最新回までの受賞者を記載。学
術、美術、音楽、映画、科学など様々なジャ
ンルにおける日本と海外の交流を見ることが
できるツールとしても利用できます。

●「受賞者名索引」付き。

日外アソシエーツ 編
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● 学術、美術、音楽、映画、科学など、日本発の「国際賞」を一覧 ●

日本の「国際賞」事典
32　山片蟠桃賞（大阪国際文化賞）
近世期大阪の生んだ世界的町人学者である山片蟠桃の名にちなみ, 日本
文化の国際通用性を高めた優秀な著作とその著者を顕彰し, あわせて大
阪の国際都市としての役割と文化・学術の国際性を高めることを目的
として, 大阪府文化問題懇話会委員を務めていた作家の司馬遼太郎氏の
提唱により昭和57年度に創設された。平成13年度以降, 3年に1回の開催
に変更。
【主催者】大阪府
【選考委員】（第26回・令和元年度）工藤眞由美（大阪大学理事副学長）,
小松和彦（国際日本文化研究センター所長）, 多田一臣（東京大学名誉教
授）, 中西進（堺市博物館名誉館長）, 福田和弘（国際交流基金京都支部
長）, 蓑豊（兵庫県立美術館館長）, 吉田憲司（国立民族学博物館長）
【選考方法】学識経験者, 大学, 研究所, 国際交流機関などの推薦を受け
た受賞候補作及び著作について, 学識経験者からなる審査委員会におい
て審査の上,1件を決定
【選考基準】〔資格〕著者の国籍は問わない。〔対象〕国外において刊行
された日本文化の国際通用性を高めるためにふさわしい著作とその著
者。〔基準〕（1）著作の範囲は, 日本文化についての研究, 紹介及び日本
文学の翻訳を指すが, 文章による表現が主体となっているもの。（2）日
本文化とは, 日本文学, 芸術及び思想の分野とする。（3）著作の発行形態
は, それぞれの国で国民一般が入手できるよう公表されたものとする。
（4）著作の刊行の時期は, 直近数年間のものとする
【締切・発表】（第26回・平成30年度）平成30年7月31日（火）締切, 平成
31年2月発表（予定）
【賞・賞金】賞状
【URL】http://www.pref.osaka.jp/bunka/news/bantou.html
【連絡先】〒559‐8555 大阪府大阪市住之江区南港北1-14-16 大阪府府
民文化部文化・スポーツ室文化課
【TEL】06-6210-9323
【FAX】06-6210-9325

<受賞者>
第1回（昭57年度） キーン, ドナルド（米・コロンビア大学教授）

“「World Within Walls」をはじめとする著作”
第2回（昭58年度） アクロイド, ジョイス（オーストラリア・クィーン

ズランド大学教授）
“「Lessons from History」をはじめとする著作”

第3回（昭59年度） フォス, フリッツ（オランダ・ライデン大学名誉教授）
“「日本語の中のオランダ語」をはじめとする著作”

第4回（昭60年度） 金思燁（韓国・東国大学校教授, 東国大学付設日本
学研究所長） 
“「日本の万葉集」をはじめとする著作”

第5回（昭61年度） ゴレグリヤード, ヴラジスラフ（ソ連・ソ連科学ア
カデミー東洋学研究所レニングラード支部極東
部長, レニングラード大学日本語科主任教授）
“「10～13世紀日本文学における日記と随筆」を
はじめとする著作”

第6回（昭62年度） マイナー, アール（米・プリンストン大学教授）
“「日本古典文学事典」をはじめとする著作”

収録賞例
IBBY朝日国際児童図書普及賞、アジアデジタルアート大賞展
FUKUOKA、伊丹国際クラフト展、ACL入野義朗記念作曲
賞、大分アジア彫刻展、大川賞、大平正芳記念賞、慶應医学
賞、高知国際版画トリエンナーレ展、国際グリム賞、国際交流
基金賞、国際生物学賞、国際陶磁器展美濃、国際留学生 
Young Investigator's Award、コスモス国際賞、小西財団日仏
翻訳文学賞、小西財団漫画翻訳賞、錯体化学会国際賞、サン
ダンス・インスティテュート/NHK賞、C&C賞、渋沢・クローデ
ル賞、世界ポスタートリエンナーレトヤマ、高松宮殿下記念世
界文化賞、東京TDC賞 Tokyo Type Directors Club Annual 
Awards、東京フィルメックス・コンペティション、永井隆平和
記念・長崎賞、日韓国際環境賞、日韓文化交流基金賞、日経ア
ジア賞、「日本賞」教育コンテンツ国際コンクール、日本国際
賞（Japan Prize）、日本国際漫画賞、日本雑草学会賞、庭野平
和賞、野口英世アフリカ賞、野間文芸翻訳賞、飛騨高山国際
現代木版画トリエンナーレ、福岡アジア文化賞、ブループラ
ネット賞、平城遷都1300年記念アジアコスモポリタン賞、堀
場雅夫賞、本田賞、マンガ翻訳コンテスト「Manga　Transla-
tion　Battle」、有機合成化学協会高砂香料国際賞「野依賞」…
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